
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月ひまわりだより 
２０２２年７月１日 

尚徳福祉会 仲町保育園  

          

 外に出れば、ダンゴ虫⿁ごっこなどで体を動かすだけでなく、虫探しもよくしています。見つかると、知らせ合ったり、「みせて、みせ

て」と、あっという間に集まる子どもたちです。室内では、ラキュ―で作った作品を使ってごっこ遊びも盛んです。そっと耳を澄ましてい

ると…それはまさに日常の保育園でのやりとりや、想像が膨らむ楽しい設定など、思わず笑ってしまう会話が聞こえてきます。 

 段々と暑さが厳しい日も出てきました。水分補給もしっかりしながら過ごして行きたいと思います。 

Q、ひまわりガーデンで、いま育てている物は?        

７月の予定 

１日（金）水遊び開始 

５日（火）幼児身体計測 

７日（木）七夕会 

15 日（金）避難訓練 

20 日（水）夏まつり 

 

今月のねらい 

○生活に見通しを持ち、自分で考えて行動する。 

○話し合いの中で自分の考えや思いを伝え、友達と協同してひとつのものを作り上げる

達成感を得る。 

○栽培物を育てる中で、変化や生⾧を共感し、大切に育てようとする気持ちを持つ。   

６/17 に仲町公園にある、ひまわりガーデンに、地域の方々にも手伝って頂き、さつまいもの苗を植えてきました。

子どもたちは、「はたけの先生」と呼んでいます。さつまいもの植え方だけでなく、仲町公園には、実のなる木もあるので、

実や、種の名前を聞いたり、楽しい交流の場となりました。先日、水やりに出かけた時は、苗を見て「くたっとしてる」と言い

ながら水やりをしていました。さつまいもの成⾧も観察しながら、秋の収穫を楽しみにしたいと思います。子どもたちにとって

は、ダンゴ虫を始め虫探しも楽しみの一つのようです。 

今後、畑に水やりに出かけます。大変蚊が多いので、

衣類カゴに薄手の⾧袖・⾧ズボンを入れて置いていた

だければ、虫よけ対策に使用します。 
ガーデンで見つけたあおむし 

発見した時、大喜びだった子どもたち。あっという間に、

子どもたちが集まり、知らせ合っていました。すると、「また、

飼おうよ。」と希望が出ました。“じゃ!みんなで相談だ

‼”とばかりに、「みんな～」と大きな声で呼ぶと、遊んでる

途中でもほとんどの子どもたちが集まっていました。そして、

担任も代弁しながらクラスで飼うかどうかを投げかけ、飼う

ことに決定しました‼ 

日常の中で、虫ケースに親しみを持って眺める子どもた

ち。あおむしが黒い状態から緑色へと成⾧した時も、大発

見のようにみんなが集まり、嬉しそうな表情で観察してい

ます。蝶になる日が楽しみです。 

この数か月で、虫に関わってきました。成⾧だけ 

でなく死も経験し、“たくさん触ったから死んじゃったかな?”な

ど子どもたちなりに感じたことがあったようです。そんな事を経

て、触り方が優しくなったり、逃がすことへの抵抗が減ったりと

変化が見られています。教えてもらう経験と共に、虫を通し   

た実体験から、命にかかわり、いろんなことを感じて 

ほしいと思っています。 


